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最終学歴 同志社大学大学院文化情報学研究科文化情報学専攻

取得学位 博士（文化情報学）

所属学会 日本写真測量学会、地理情報システム学会

専門分野 文化情報学、地理空間情報科学、ウェーバー研究会

研究課題 現実世界の抽象化と概念モデルによる分析システムの開発

授業科目

学部担当科目

・地理学実習
・地理情報システム技法
・画像処理・リモートセンシング論
・地理情報システムII
・地理学講読調査法
・地理学演習
・地理学卒業演習

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

担当科目無し

大学院博士後期課程担
当科目

担当科目無し

通信教育部担当科目 ・地理情報システム

　【研究上の特記事項】
奈良大学文学部国文学科の木田准教授および光石准教授らとともに奈良大学図書館所蔵「北村文
庫」の研究を行っており、平成２６年度は奈良大学研究助成を受けてガラス乾板資料のデジタル化を
行う。

　【教育上の特記事項】

教育方針として、地球規模で考える力と地域を先導する力を兼ね備えた「グローカル・リーダー」の育
成に注目しており、技術面での軸として学生の情報スキル向上を目指した取り組みを行っている。担
当している全講義では、奈良大学のeラーニングシステムを利用し、課題提出や質問受付、グループ
ワークでの情報交換などをオンラインで行ったり、オープンソース・ソフトウェアを積極的に活用し、環
境に依存しない状況で活動できる人材育成に力を入れている。また、課外活動として学生らと「マイク
ロ・ジオ・データ研究会」を開催し、オープンデータ、ビッグデータの取り扱いについての勉強会を行っ
ている。

　【社会的活動】

「奈良大学ナショジオ研究会」を主催し、月に二回のディスカッション形式の研究会を開催している。本
研究会は、学内の教職員および学生のほか、学外にも開かれており、誰もが参加することができる。ま
た、不定期の研究会として、「時間GIS研究会」および「フィールド・フォーマット・サロン」を主催し、研究
者のみならず企業や行政で活躍する技術者と活発な情報交換を行っている。これらの研究会に加え
て、「遺跡GISモデリング研究会」の主要メンバーとして参画し、遺跡情報の標準化に向けた取り組みを
行っている。

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・情報処理センター兼任職員
・全学教務委員
・ネットワーク委員
・国際交流委員
・ハンドボール部顧問
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①

②

③

④

⑤

（学術論文）

①　観念論的方法の形成と理
念型モデル化分析法（ITMA）

2014年３月 奈良大学地理学会
理念型モデル化分析法をオブジェクト指
向GISと観念論的な視点から整理し、同
方法論の可能性について議論した。

②

③

④

⑤

（学会発表）

①　理念型モデル化分析法の
実装と運用における技術的問
題の整理

２０１３年５月１１日
第９８回人文科学とコ
ンピュータ研究発表会

理念型モデル化分析法を実装する上で
の諸問題について、主として技術的な視
点から整理を行った。

②　Ideal Type Modelling and
Analysis – A Model Driven
Approach in Cultural Sciences –

２０１３年９月２１日
The Japanese
Association for Digital
Humanities

理念型モデル化分析法の諸概念を整理
し、ウェーバー社会学の視点から同方法
論の位置づけを明確にした。

③

④

⑤

（その他）

①　気軽に始めるGISを用いた
地理空間情報の作成

２０１４年３月１８日
「オープンデータと
オープンソースGIS」
ワークショップ

一般向けに、QGISを用いた地理空間情
報の作成方法について実習を行った。

②

③

④

⑤


